有機ＪＡＳ規格において

使用可能な資材について
　有機農産物及び有機飼料（農産物）の生産に使用可能な育苗用土、肥料や土壌改良資材、農薬、調製用等資材などについては、以下の基準を参考にして下さい。

· 育苗用土ついて：
有機農産物の日本農林規格第4条「育苗管理」項目内の1-3のいずれかに該当することが求められます。このうち、1,２に該当する用土については、その用土が1,2に該当するという証明書が必要です（使用する生産者が管理している場合、関係資料を確認できれば証明書は特に不要です）。3に該当する資材の場合、その資材に関する証明書が必要です（下記「肥料・土壌改良資材について」参照）。

· 肥料・土壌改良資材について：

有機農産物の日本農林規格別表1が該当します。製造工程において化学的に合成された物質が添加されていないものに限ります。数種類の原材料が混合された資材の場合、すべての原材料（助剤や触媒に関して、凝固剤、凝集剤、造粒剤、界面活性剤、pH調整剤、乳化剤、酸化防止剤、加工助剤などを含む）が別表1の基準を満たす必要があります。使用に関して、第4条「ほ場における肥培管理」「育苗管理」の項を遵守することが求められます。

該当しない資材は「使用禁止資材」となりますので十分にご注意ください。

· 農薬について：
別表2が該当します。使用に関して、第4条「ほ場における有害動植物の防除」の項を遵守することが求められます。また、ACCISでは、使用に際し、使用の前にFAXで使用に関する連絡をお願いしております。使用した農薬が「勘違い」で使用禁止資材であった場合は、圃場返上となってしまいますので、そのリスクを回避するためです。ご協力ください。

· 種菌培養資材

別表３が該当します。使用に関して、第4条「種菌」の項を遵守することが求められます。

· 薬剤について

収穫以降の施設などで使用できる薬剤については別表４が該当します。第4条「収穫、輸送、選別、調整、洗浄、貯蔵、包装その他の収穫以降の工程に係る管理」の項を遵守することが求められます。

· 調製用等資材について：

別表５が該当します。使用に関して、第4条「収穫、輸送、選別、調製、洗浄、貯蔵、包装その他の収穫以後の工程に係る管理」の項を遵守することが求められます。

＊「資材に関する証明書」について
パンフレットや広告に「有機JASに対応」と謳っているだけでは、本当に有機ＪＡＳ法に適合するのかどうか判断できません。

製造業者から、別紙様式に基づいた証明書、及び原材料、製造工程（使用した助剤や触媒などが明確に記載されているもの）などを提出していただく必要があります。助剤や触媒に関して、凝固剤、凝集剤、造粒剤、界面活性剤、pH調整剤、乳化剤、酸化防止剤、加工助剤などにどのようなものを使用したのかという詳しい記載が求められます。

有機JAS規格　育苗用土　証明書

当社の下記の育苗用土は、有機農産物の日本農林規格第4条育苗管理の項を満たすことを証明します。

作成日






住所






会社名






代表者名




	名称：

	育苗用土のどれに該当するか（○を）：

1. この表ほ場又は採取場の項の基準に適合したほ場又は採取場の土壌

2. 過去2年以上の間、周辺から使用禁止資材が飛来又は流入せず、かつ、使用されていない一定の区域で採取され、採取後においても使用禁止資材が使用されていない土壌
3. 別表１の肥料及び土壌改良資材
4. 1-3に該当する原料を複数混合した用土

	製造工程図：

· 原材料の受入れから製品化までの工程を明確に記載して下さい。

· 原材料または工程において添加する物（造粒剤、乳化剤、酸化防止剤、加工助剤など）を全て記載してください。
· 用土の場合は、採取した場所の住所を明記し、採取した場所の簡単な周辺地図を添付してください。


	原材料名
	該当する育苗用土の項目
	適合の確認、証明書の添付、補足説明

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


有機JAS規格　肥料及び土壌改良資材　証明書

当社が製造する下記の資材は有機農産物の日本農林規格別表１を満たすことを証明します。

作成日






住所






会社名






代表者名




	製品名：

	別表1のどの資材に該当：

	製造工程図：

· 原材料の受入れから製品化までの工程を明確に記載して下さい。

· 原材料または工程において添加する物（造粒剤、乳化剤、酸化防止剤、加工助剤など）を全て記載してください。


	原材料名
	該当する別表1の資材名
	別表1との適合の確認、補足説明

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


有機JAS規格　肥料及び土壌改良資材　証明書

当社が製造する下記の資材は有機農産物の日本農林規格別表１を満たすことを証明します。

作成日
2016/12/21

住所
北海道札幌市北区北7条西6丁目1-1-1103

会社名　北海道スペシャル肥料株式会社



代表者名　○○　太郎




	製品名：　スペシャル有機発酵肥料1号

	別表1のどの資材に該当：　発酵、乾燥又は焼成した排泄物由来の資材、バーク堆肥

	製造工程図：

· 原材料の受入れから製品化までの工程を明確に記載して下さい。

· 原材料または工程において添加する物（造粒剤、乳化剤、酸化防止剤、加工助剤など）を全て記載してください。

原料受入　原料：牛糞、樹皮、

↓

混合　熟成済みの堆肥を発酵助剤として利用

↓

一次発酵
↓

二次発酵
↓

熟成
↓

選別

↓
ペレット化　水分のみ使用

↓

製品化


	原材料名
	該当する別表1の資材名
	別表1との適合の確認、補足説明

	牛糞
	発酵、乾燥又は焼成した排泄物由来の資材
	家畜排せつ物由来を確認済

	樹皮
	バーク堆肥
	天然物質由来を確認済

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


例





原材料は別表１の基準を満たし、かつ製造工程において化学的に合成された物質が添加されていないものに限ります





原料として使用しているもの（発酵助剤や添加物も含む）を全て記載








